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Greca & Lopez, 1998)、仲間からの客観的な受容の程
度の低さや、いじめられやすい傾向とも関連することが明









(Clark & Wells, 1995; Rapee & Heimberg, 1997)。解
釈のターゲットとして対人的なシナリオを用いた研究は、
一貫してこの理論を支持している。例えば、Amir, Beard, 





































を読み取ることを示している。一方、 Philippot & 
















































































































































ンの相手)とが、3 つのテーマについて 20 秒程度の自己
紹介を交互に行う形式であった。会話実験終了後、デブ
リーフィングと実験の操作チェックを行った。 
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る尺度(Social Avoidance and Distress Scale の日本語




















































n 39 39 39
平均 2.38 2.15 4.31
標準偏差 0.95 0.98 0.72
n 39 39 39
平均 2.85 3.51 1.56







荷の高い項目 12 項目 4) を抜粋し、使用した。回答は「全
くあてはまらない」、「ややあてはまらない」、「どちらでも
ない」、「ややあてはまる」、「とてもあてはまる」の 5 件法
であった。 註: HSD 法による多重比較の結果、5%水準で笑顔では、中
性表情 = 否定表情 < 肯定表情となった。しかめ面で
は、肯定表情 < 中性表情 < 否定表情となった。 
会話実験中の尺度 それぞれの自己紹介の後に、














の 4 項目であった。 認知された感情の程度の比較 
3. 自分の感情 自分が自己紹介中にどのような気持
ちであったかについて尋ねた。項目は相手の感情の認




イラ・怒り」感情得点とした 6)。  
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加者内要因とした 2 × 3 の 2 要因混合計画分散分析を行
った。対人不安特性および提示表情別にみた各尺度得
点の平均点と標準偏差とを Table 2～5 に示す。いずれ
の尺度得点においても、提示表情の主効果は有意であ
ったが(相手の「楽しい・うれしい」感情の認知: F (2, 74) = 
86.78, p < .01; 相手の「イライラ・怒り」感情の認知: F (2, 
72) = 24.29, p < .01; 自分の「楽しい・うれしい」感情の
認知: F (2, 72) = 52.37, p < .01; 自分の「イライラ・怒り」
感情の認知: F (2, 74) = 5.12, p < .01)、対人不安特性の





対人不安 平均 4.32 4.05 7.14
高群 標準偏差 1.52 1.49 1.01
対人不安 平均 4.29 4.24 7.53
低群 標準偏差 1.36 1.83 1.14  
 
Table 3 相手の「イライラ・怒り」に関する各表情における 
対人不安特性別の平均値と標準偏差 
中性表情 否定表情 肯定表情
対人不安 平均 5.14 4.59 7.23
高群 標準偏差 1.66 1.80 1.41
対人不安 平均 5.63 5.06 7.31
低群 標準偏差 1.83 1.98 1.26  
 
Table 4 自分の「楽しい・うれしい」に関する各表情における 
対人不安特性別の平均値と標準偏差 
中性表情 否定表情 肯定表情
対人不安 平均 3.81 4.86 2.90
高群 標準偏差 1.65 2.25 1.19
対人不安 平均 3.65 4.71 2.76
低群 標準偏差 0.97 1.93 1.11  
 
Table 5 自分の「イライラ・怒り」に関する各表情における 
対人不安特性別の平均値と標準偏差 
中性表情 否定表情 肯定表情
対人不安 平均 2.86 3.55 2.77
高群 標準偏差 1.18 1.90 1.17
対人不安 平均 2.82 3.35 2.71













































註: 数字はパス係数、実線は 5%水準で有意な正のパス 
Figure 1 否定表情における感情認知が肯定表情における

























註: 数字はパス係数、実線は 5%水準で有意な正のパス 
Figure 2 否定表情における感情認知が肯定表情における















































って、本研究の仮説 1 は支持されなかった。 
こ の 結 果 は 、 Philippot & Douilliez(2005) や
Merckebach et al.(1989)の実験結果とは一致する。し
かし、Melfsen & Florin(2002)や Mohlman et al. 
(2007)の実験結果とは一致せず、Lucock & Salkovskis 











































































け入れず、疑いをもちやすいという特徴(Alden et al., 
2007)であり、第2 は、否定的な対人刺激に対して注意を

























従来の研究(Melfsen & Florin, 2002; Mohlman et al., 
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1) 本研究は、第一著者の卒業論文(平成 18 年度筑波大学
第二学群人間学類)の一部にデータの追加・加筆・修正
を行ったものである。なお本研究の一部は、日本社会心
理学会第 48 回大会において発表された。 
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How high social anxiety individuals recognize changing facial expressions 
 
Moeko OCHIAI (Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba) 
Yutaka MATSUI (Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba) 
 
This study examined how high social anxiety individuals (HAS) recognize facial expression changing 
from negative one to positive one. Participants (43 females) were asked to introduce themselves to 
experimental confederate about three themes. Confederate’s facial expressions were changed. Confederate 
showed neutral facial expression at the first theme, negative one at the second and positive one at third. 
Participants rated recognized confederate’s emotions and own emotions after each theme. As a result, 
there were no differences between HAS and low social anxiety individuals (LAS) in intensity of recognized 
emotions and own emotions. But there were differences between them in effect of emotions at negative 
facial expression on subsequent emotions at positive facial expression. While in HAS recognized negative 
emotion at negative facial expression promoted own negative emotion at positive facial expression, in LAS 
it promoted own positive emotion at positive facial expression. Results indicated that individuals with high 
social anxiety could not receive positive change of facial expression. 
 
Keywords: social anxiety, change of facial expression, facial expression recognition, emotion. 
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